
【問い合わせ先】ウニクス高崎管理事務所（027-370-5294）
※イベントは天候等の都合により中止、または時間と内容が変更となる場合がございます。
※写真・画像は全てイメージとなり、各主催者の方よりご提供いただきました。
【ウニクスグループ】ウニクス南古谷/ウニクス野田/ウニクス伊奈/ウニクス成田/ウニクス上里/ウニクス高崎/

ウニクス秩父/ウニクス鴻巣/ウニクス吉川/ウニクス川越/ウニクス浦和美園

時 間

場 所

梯子乗り（はしごのり）とは、伝統芸能の一つで真っ直ぐに立てた
梯子の上で曲芸を行うこと。江戸時代の町火消の伝統をいまに伝える

ものとして、高崎市消防隊出初式では若鳶会の皆さまも演技をご披露されて
います。青竹で組んだ梯子は、三間三尺（約６メートル）の青竹に、15段の小骨（はしごの
桟）を付け手作りで製作。はしごを12人の鳶口で支え、その上で演技を実施します。
江戸時代の消火活動は、放水消火ではなく、周囲の家を取り壊す「破壊消火」が中心だった

ため町火消は鳶職出身者が多かったといわれています。
一方「木遣」は、大木などを運び出すときの掛け声や音頭取りの歌が起源になったといわれ、

大勢で作業するときに力を合わせるために歌うもので鳶職人が仕事中に歌ってきました。
消火時にはサイレンの代わりにもなったとも考えられています。そんな伝統ある木やり、
はしご乗りを若鳶会の皆様にご披露していただきますのでご家族お揃いでぜひご覧ください。

エスカレーター
前広場

1/11
(日)

新春イベント
木やり・はしご乗り

14：00～（約30分程）

（高崎若鳶会）

はしご乗り
の由来
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